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I . はじめに

高岡短期大学 は
,

2 0 0 3 年 3 月 ,
ア メ リ カ 合衆国オ レ ゴ ン 州 の州 立大学 の 一

つ ウ エ ス タ ン オ レ

ゴ ン大学 ( W e st e rn O r e g o n U mi v e r sity , 以下 W O U) との間に大学間友好協定を締結し, 20 03 年

度から教育 ･ 研究交流 プ ロ グ ラ ム をス タ ー トさせ る こ ととな っ た ｡

嘩結まで の 経緯, W O U の概 要, 友好協定の 内容に つ い て は高岡短

期大学紀要第1 8 巻の 活動報告 ｢ ウ ェ ス タ ン オ レ ゴ ン 大学と の 友好

協定締結｣ で報告の とおりであ る｡

本稿 で は , W O U と高岡短期大学 と の 大学間友好協定に基 づ い て

2 003 年度に実施された第 1 回夏季英語研修に つ い てや や具体的な戟

告をする与ととし, 英語圏 の大学と本学との 新た な交流活動の 第
一

歩に つ い て稔括し, 今後の大学間交流 の発展 に役立て た い ｡

友好協 定 に調 印す る C o n n 学 長

( w O U 提供)

2 . 事前活動

2 . 1 W O U との 協憩 ･ 合意

w o u と高岡短期大学間の 友好協定は, さま ざまな交流 を展開で きる よう包括的な学術交流協

定 ( G e n e r al A g r e e m e n t) とし, 早期に実現可能な交流 プ ロ グ ラ ム か ら順次ス タ ー トさせ る こ と

と な っ た ｡ 本学と して で きるギけ早期に実施に移 した い 交流 プ ロ グラ ム が夏季英語研修プ ロ グラ

ム で あ っ た. W O U は 日本の 大学生 を対象とした短期集中英語教育め実施
'
8= つ い て は 1 0 数年以

上 の 経験があり, また正規の留学生受け入 れ にもまた 同大学生 の 海外留学派遣に も十分な知識と

経験 の 蓄積が ある大学で ある ｡ 本学の 希望や事情を最大限取り入れ た , ｢ オ ー ダ ー メイ ド塑｣ プ

ロ グ ラ ム を碇供する こ とがで きる大学で ある ｡

本学の 学生を対象とする W O U の E S L (外国語として の 英語) 教育専門ス タ ッ フ に よ る英語研

修の基本的な枠組み は , 包括的な学術交流協定とともに交わした ｢ 英語研修に関する覚書｣ で令

意して い たが, 具体的な実施に つ い て は , 実施の有無も含めて毎年双方の 合意事項を明記した契

約書を交わす必要 がある ｡

20 0 2 年 3 月 の協定枚選定の た め の 実地調査に参加した小林は , 2 0 03 年3 月上旬に再度 W O U

を訪問した ｡ 2 度目の訪問の 目的は , 英語研修プ ロ グ ラ ム を委嘱する にあた っ て の 実務者レ ベ ル

の協議を行い
, プ ロ グ ラ ム の 学習目標, 日 数･ 時間配分, 学外活動の比重, 毎日の 課題 の 分量 な

どに つ い て本学か らの 希望を十分に理解して もらう こと, 寮や食堂な ど の宿泊 ･ 生活施設, 図書

館
･

教室 な ど の 学習施設 ･ 設備な どの研修環境を見学する こ とに あ っ た ｡ 協定枚を探す ため の前

回の 調査とはまた違う, きわ め て具体的な作業にな っ た｡

おりしも こ の 訪問期間中に埼玉大学 ( W O U の 古くから の協定枚) の 教育学部の 学生 を対象と

する英語研修プ ロ グ ラ ム が実施されて おり, 小林にも彼らの 学内 ･ 学外プ ロ グラ ム へ の参加 ･ 見

学の 機会が数多く与えられた ことはおお い に参考とな っ た｡

こ の とき の 合意内容を基 に , 2 0 03 年の 第 一 回 ウ ェ ス タ ンオ レ ゴ ン大学夏季英語研修に関する

個別 の 契約書案が作成され, 敷皮の 電子メ ー ル で の や りとりにより最終的な契約内容が合意され



ウ ェ ス タ ン オ レ ゴ ン 大学 夏季 英請研修

た ｡ 同文書は内容的に① W O U が本学学生 に提供する英語教育と付随するサ ー ビ ス の 内容(研修

期間, 授業時間, 教材,
ス タ ッ フ , 寮 ･ 食堂 ･ 教室 ･ 図書館 ･ ス ポ ー

ツ施設などの 利用,
ホ ー ム

ス テイ ･ 一 泊旅行の 計画) , ②高岡短期大学の W O U に対する責任 (最終参加学生数 ･ 寮の 部屋

の ル ー ム メ イ ト の組み合わせ の通知, ホ ー ム ス テイ の 申請書の 記入 ･ 捷出, 本学参加者の過誤 に

よ る損害賠償の 責任の 所在) , ③参加費用 (25 00 ドル) とそ の 支払い 方法 (参加費用 の 徴収 ･ 送

金 , キ ャ ン セ ル に関する
一

部支払い) の 三 つ に区分され る｡

研修期間は 8 月 2 0 日 - 9 月 1 3 日, 参加費用 の 送金は 50 % ずつ 2 度に分けて行い , 契約書の

発効以後7 月 2 0 日まで の キ ャ ン セ ル の場合は 1 0 % ,
こ. れ以後 8 月 20 日まで の キ ャ ン セ ル の 場

合は 25 % の キ ャ ン セ ル科の支払い をする こ とが合意され た ｡

しかし, 契約書を取り交わす段階に な っ て極め て困難な事情が出て きた ｡

一

つ はア メ リ カ の イ

ラク戦争と その 報復の 可能性に よ る海外渡航危険度の 高まり, もう
一

つ は S A R S の 猛威で ある ｡

通常の参加者側 の事情によ るキ ャ ン セ ル に対する キャ ン セ ル料の 設定は十分理解で き, むしろ良

心的なも の と受け入 れたが,
これら本学の責任を超えた事情に よる キャ ン セ ル の 場合を予測して

おく必要があ っ た ｡ こ の ような場合にはキ ャ ン セ ル科を課さな い と の 文言 が加えられ , 5 月末最

終的な契約書の 交換に こ ぎつ けた の で ある ｡

2 . 2 参加者募集

w o u 夏季研修は本学の 教育プ ロ グラ ム の
一

環とし で位置づけられる もの で あり, 単なる なる

夏休み期間中 の海外体験 の機会の捷供に とどま っ て はならな い ｡ W O U で の英語研修はもとより,

事前 ･ 事後の 活動も
-

貫した学習活動であ る こ とが学内で合意された. こ の研修は, 高岡短期大

学本科の ｢ 特別講義 (英語海外研修)｣ , また は , 専攻科の｢ 海外研修｣ と い う科目とし, 研修修了

者には 卒業 ･ 修了要件単位として 4 単位を認定する こ ととした ｡ 事前研修 ･ 事後の研修リポ
ー ト

の投出に い た るまで の過程 ･ 活動の 概要は表1 に示すとおりで ある ｡ 全行程に小林が引率敦月と

して 同行する こ とに な っ た ｡

参加者募集は , 5 月 の連休明けとともに開始したが , イ ラ ク戦争や S A R S に よ る海外渡航自粛

ム ー ドが高まりつ つ あ る時期に重なり , 富山県で も自治体主催の ア メ リカ で の交流プ ロ グラ ム の

中止な どが報道されるな ど, 逆風の なかで の ス タ ー トで あ っ た｡

本来の募集締め切 りを 5 月末まで延長し, 説明会の ほ かに も学内広報に努め , 最終的に は 15

名の参加希望者が あ っ た ｡ こ の 数は W O U が実施する プ ロ グ ラ ム の 基本最小参加者数とび っ たり

-

敦するもの で あ っ た ｡ 15 人 に満た な い 場合で も実施は可能で あ るが,

一 人当た りの 参加費用

が割高になる の で ある. ぎりぎりの ところで あ っ た .

参加希望者の学科
･ コ ー ス ･ 専攻別内訳はかなりバ ラ ン ス がとれた もの となり, 専攻科生 3 名

(産業造形専攻2 , 産業デ ザイ ン専攻1 ) , 本科生 11 名 (地域 ビジネス 学科国際 ･ 英語コ
ー ス 6 ,

経営コ
ー ス 2 , 国際 ･ 中国語 コ ー ス 1 , 産業デザイ ン学科 2 ) とな っ た ｡ 本科生 1 1 名のうち 1 0

名が 1 年生で ある ｡ 1 5 人目 の 参加希望者が本稿 の写真を担当する本学産業造形所属教員滑水克

朗で ある｡

参加者に は研修申込書と保護者の 同意書の ほか, 研修参加希望理由書の捷出を求め た ｡ 研修参

加希望理由書に より, 各参加者の研修参加の 目標 ･ 目的, 研修に よせ る期待, それまで の 英語の

学習経験,英語力の 自己評点( 5 段階評価) , 伸ば した い 英語の ス キル な どを詳しく述 べ て もら っ

た. これら の情報は事前研修を行ううえで も大い に参考とな っ た. ほ とん ど全員が英語の コ ミ ュ
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ニ ケ
-

シ ョ ン ス キ ル の 向上を第
一 の優先目標と してあげてお り, あわせ て ア メ リ カ の社会や文化

の 理解 ･ 経験に強い 意欲を示して い た｡ こ の ような情報は, W O U 側 にも全体的な情報と して伝

え; 具体的な研修 プ ロ グ ラ ム の 計画をた て る の に 参考と し て も ら っ た ｡ 引率者が参加者 の真筆 な

願 い が ど の あた りにあ る の か を把握する こ とは大変重要なこ とで ある ｡

2 . 3 手前研修と渡航準備

表1 に示 した とお り, 事前研修は計 5 回実施 した ｡ 参加者全員が集合 で きる時間帯が ごく限ら

れて おり,
こ れ 以上 の 時間を確保する の は難 し い ｡ 事前研修は主と して , ア メ リ カ ･ オ レ ゴ ン事

情の 理解, W O U で の 学習 ･ 生活環境の 理解, 渡航の 準備にお か れ た が , これ らに先立 っ て す べ

きことがあ っ た. それ は W O U から送付された詳細なホ ー ム ス テイ申請書 へ の記入で ある .

ホ
ー ム ス テイ申請書を早急に完成させ, 6 月半ばには W O U に郵送しなければならな い ｡ 申請

書は 3 枚に わ たり , ①生年月 日
･ 氏名 ･ 住所, 所属学科 ･ コ

ー

ス , 趣味
･

特技な どの 基本的情報,

②具体的な質問 - の 回答 (家族構成の希望 ,
ペ ッ ト の 好み , 宗教上礼拝の必要 , 喫煙習慣の有無,

ア レ ル ギ ー の 有無, 摂取不可能な食品の リ ス トア ッ プ, 特別な心身の 事情な ど) , ③ホ ス ト フ ァ

ミリ ー 引き受け予定者に対する自己紹介文の作成, ④ホ
ー ム ス テ イ プ ロ グ ラ ム にあた っ て遵守す

べ きル
ー

ル の提示 ( ホ ス トフ ァ ミリ
ー の家の ル ー ル の 遵守, 国際電話 ･ イ ン タ ー ネ ッ ト回線の使

用 に つ い て の合意 , 参加者の荷物の自己管理責任, 事故や争い が起きた時 の W O U へ の報告 ･ 連

絡 の 義務な ど) の 範囲に わた っ て い る ｡ 特に④に示され た項目は学生 にと っ て は か なり難し い 文

章で ,
こ れら の完全 な理解が求められて い る の で ある ｡

こ の申請書もまた W O U と参加者との 契

約で ある ｡ 提供した情報はすべ て真実であり, こ こ に碇示 された ル
ー ル を遵守する･旨の文の 後に ,

本人およ び, 2 1 歳未満の 場合は保護者の 署名で 申請書の完結で ある ｡ 契約社会ア メ リ カを こ こ

で も痛感する｡

第2 回以降の 事前研修はアメ リ カ の社会文化事情, オ レ ゴ ン事情に あて られた ｡ 小林が用意し

た資料に よ る説明 の ほか, 数グ ル ー プ に わか れ, ア メ リ カ の 生活の基本情報 (度量衡, 貨幣単位,

気温 の測定法 一 摂氏と華氏の 換算法, 衣類や靴の サイ ズ表示な ど) を探し出し, 皆で共有する方

式も取り入れ た ｡ 渡航準備のうち,
パ ス ポ

ー ト申請は個人が行う こ と に した ｡
パ ス ポ ー

トは出

国 ･ 入国にお い て要求され る ｢ 個人 の責任｣ の基本だか らで ある ｡ また 出入国 カ ー ドも各自記入

する よう指導した ｡

ア メ リカ の 航空機 ･ 空港に お けるチ ェ ッ ク体制は 2 001 年 9 月 11 日の 同時多発テ ロ 以後とりわ

け強化されて お り, 渡航の準備にお い て は ア メ リ カが要求する ル ー ル の 理解に最大の 注意をうな

がした｡ とは い え, 海外渡航が初め て の 学生 がほ とん どである ため ,
こ の あたり の厳しさを真に

理解させ る こ とは困難な作業で あ っ た｡

直前研修の 最後に行わ れた結団式にお い て は水島副学長 か らの 訓話をもら っ た ｡ 副学長自身の

学生時代の 短期英語訓練セ ミ ナ ー へ の 参加の 経験が そ の 後の 英語の ベ ー ス として 大きか っ た こ

と, 参加学生は W O U - の 派遣第
一 期生として の 誇りをもち , 大 い に研修を楽しみ , 有意義な成

果をも っ て戻る ように , との 激励の 言葉があ っ た｡
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表 1 W O U 英語研修ス ケジ ュ
ー ルの概要

日 時 活 動 項 目 活 動 内 容

5 月 8 日( 木) 募集説明会 ･ 実施要項
･ 日程表
･ 参加申込書
･ 保護者同意書
･ 参加希望理由書 の 配布

5 月22 日(木) 申込み締め切り ･ 参加申込書
･ 保護者同意書
･ 参加希望理由書 の浸出

5 月2 9 日(木) 事前研修: ホ ー ム ス テイガ ･ ホ
ー ム ス テイ心構え . 準備

イダンス ･ Ⅱo m e st a y A p pli c a ti o n の 記入 に つ い て

(提出締め切り 6 / 1 2 )

6 月1 2 日( 木) 事前研修 ･ 米国 . オ レ ゴ ン 事情 の 学習

14: 40
一 -

･

ホ ス トフ ァ ミリ
ー 決定用身上書投出

26 日(木) 事前研修 ･ 研修中の注意事項

14 :4 0
一 -

･ 研修授業に つ い て

･ 寮の生活に つ い て

7 月
3 1 日(木)

1 3:00 -

事前研修 ･ 旅行の 準備
.

渡航手続きに つ い て

渡航手続き開始 パ ス ポ
ー

ト の申請は各自の 責任にお い て 行

う ○ 6 月末まで に完了 ○

8 月12 日(火) 直前研修 ･ 渡航準備最終確認
･ 保険の加入
･ 副学長の訓話1 3:00

- 結団式

8 月20 日(水) 成田出発 W O U 到着

8 月2 0 日( 木) 英語研修プロ グラム開始

英語研修プロ グラム終了

歓迎会 .

オリ エ ン テ ー シ ョ ン

E a

9 月1 2日( 金) 歓送会

9 月13 日( 土) ポ ー トランド出発

9 月14 日(日) 成 田到着

1 0月上旬 事後活動 リポ
ー ト .

ア ンケ ー ト投出
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3 ウ ェ ス タンオ レ ゴン大学での英語研修 プロ グラム

3 . 1 ス タ ッ フ ･ 支援体制

w o u の 英語研修プ ロ グラ ム は 同大学の国際部と学外教育部が協同で 実施する事業であり, 基

本的枠組みは 同大 の常勤の ス タ ッ フ によ り準備され る｡ しか し, 具体的な日々 の プ ロ グラ ム 運営

の た め に計 5 名の プ ロ グ ラ ム 専任ス タ ッ フ が特別 に任用され た ｡ プ ロ グ ラ ム ディレ ク タ
ー

1 各

( M ic h el e M ill e r) , E S L (外国語と して の 英語) 教育専門 の 教師 2 名 ( G a ry F all o w と M a rk

F ettk e) , ア シ ス タ ン ト 2 名 (B r o ok e S n elli n g と S a y a kn F uk al 1 0 ri) で ある. 全貞熱心で か つ 親身

にな っ て対応 してく れ る人ばかり で あり , 彼 ら の 役割分担 の 明確さと互 い の 連絡 ･ 連携の密なこ

と は驚嘆 に催する ｡ 稔勢 1 5 名の プ ロ グ ラ ム 参加者に 5 名の ス タ ッ フ はきわ めて 賛沢 な条件 で あ

る ｡ W O U の 現役学生 であ る 2 名の ア シ ス タ ン トは, われわ れ と同じ寮に住み , 教室で の授業以

外の すべ て の 学外活動 ･ レ クリ エ
ー

シ ョ ン活動の リ
ー

ダ
ー であり, 移動時の 運転も 2 人の 仕事で

あ る｡ 3 度の 食事に も必ず同伴 し, 英語の みを使う環境を完結 してくれた ｡ ど の ス タ ッ フ も骨に

慕わ れ, 全員フ ァ
ー ス トネ ー ム で呼びかける あ い だが らで あ っ た ｡

3 . 2 施設 ･ 設備 ･ サ
ー ビス

w o u の キ ャ パ ス はそ の美 しさで有名で ある ｡ 特に , 夏には芝生や樹木の緑が濃く, 実 に素

晴らし い 環境で あ る ｡ 学生 の 週 日 の キ ャ ン パ ス 生活の ベ ー ス は寮で ある ｡ W O U は 第1 学年生

には学内の 寮生活を原則として求め て おり, キ ャ ン パ ス には大小 の 寮が 8 棟ほ どある ｡ 我々 はそ

のうちの 一 つ B u tl e r H al 1 に居住 した .
こ の 学生寮は 3 階建て 30 数室の こ じんまりと した規模で ,

各部屋 は学習 ･ 生活室と寝室, シ ャ ワ
ー 室, 洗面 ･ トイ レ か らなる ｡ 定員 3 名の と こ ろ に 2 名が

暮らした の で , ス ペ
ー

ス はか なりゆ とり があ っ た｡ 毛布,
シ ー

ツ
･ 枕カ バ ー

,
バ ス タ オ ル ･ フ ェ

イス タ オ ル が備えられて い る ｡ 水曜日に はシ
ー

ツ
･

タ オ ル類 が毎週交換され, 洗面所ヤ シ ヤ ワ
一

室の 清掃サ ー ビ ス も与えられた ｡ タオ ル類 は過 に 7 組与えられ, 十分すぎるほ どで ある ｡ 部屋 の

安全 にも十分な配慮がなされ, 入室は自分の暗証番号を入力するカ ー ド式によ る ｡ 1 階には広々

と した ラ ウ ン ジが あり, ソ フ ァ , テ レ ビ ･ ビデ オが備えられて い る ｡

B utle r H all の 中庭

B utl er H al1 2 階 ラ ン ドリ ー

( W O U 提供)
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日 に 3 度利用する食堂 (V al s et z D in in g H all) は我々 が住む寮の 2 階の 渡り廊下で つ なが っ て

い る大きな建物で ある｡ W O U の食堂の 充実ぶりは大学には稀な注 目すべ き水準である ｡ 定食で

はなく, デ パ ー トヤ シ ョ ッ ビ ン グ モ ー ル に よく見られる F o o d C o u rt 方式である . つ まり, 暖か

い 料理を出すコ ー

ナ
ー

, サ ン ドイ ッ チ バ ー

, サ ラダ バ ー

サ ピザ , デザ ー ト, 飲み物の 各コ ー

ナ
ー

がゆ っ た りと配置され , 利用者は こ れ らか ら自由に選択 し, 最後に レ ジで プリ ペ イ ドカ ー

ドによ

り清算する｡ 広 々 と した ダイ ニ ン グが大中小 いくつ もある ｡ 夏期休暇中で あり, 通常の 学生 の姿

は あまり見られ な い が ,
ス ポ

ー

ツ チ
ー ム の 合宿の メ ン バ ー

, W O U キ ャ ン パ ス 内に あるオ レ ゴ ン

州 の 軍事学校と警察学校 の学生 も こ
.
の 食堂を利用するた め , きわめ て たくま し い 人 々 の食事風

景を毎日見る こ とに な っ た ｡

わ れわれ の 通常の 授業の ため には人文 ･ 社会系の 2 教室が あて られ, 図書館, ジム
, プ ー ル の

利用も可能で ある ｡ 図書館の コ ン ビ 土･
一 夕 ⊥ のうち 2 台が日本語入力可能な設定とな っ ており,

本学学生 の 専用 に指定された ｡ これ8子羊り電子メ
ー ル の チ ェ ッ ク

･ 送受信, イ ン タ
ー ネ ッ ト検索

などが可能とな っ て い る ｡ 図書館自体の 閉館時間が午後5 時(夏期休暇中の た め) とかなり早く,

授業や学外プ ロ グ ラ ム がきわめ て忙し い 毎日を送 っ て い る本学の学生 にと っ て は もう少し図書館

で ゆ っ た り過 ごしたか っ た ろうと思う｡

3 . 3 研修プロ グラム

研修プ ロ グ ラ ム の 全 日程は表2 に
一

覧する とおりで ある ｡ こ の研修プ ロ グ ラ ム の 目標は次の

5 点にお かれ た ｡

1 . 英語で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をとる際の 自信を高め る｡

2 . 多様な状況にお い てネイ ティ ブ ･ ス ピ ー カ ー と話す機会をも つ
｡

3 . 効果的な コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 戦略を学ぶ ｡

4 . 多様な文化的行事に参加する こ とにより, ア メ リ カ文化に つ い て学ぶ ｡

5 . 大 い に楽しみ , 素晴らし い 思 い 出を つ く る ｡

研修第 1 日目 はオリ エ ン テ
ー シ ョ ン にあて られ, 学長の D r

. C o n n の 歓迎 の 辞で始め られた ｡

毎E[ の 授業を担当する の が G a ry F a n o w と M ar k F e ttk e の両氏で ある. ク ラ ス は 2 つ に分けられ,

午前と午後の 担当が交代する ｡ こ れ らの授業の 稔時間数は 50 時間とな っ た ｡ 小林はすべ て の授

業と学外活動に参加させ てもら っ た ｡ 1 ク ラ ス は小林を入れて 8 人と い う小規模で ,
ペ ア

･

ワ
ー

ク , グ ル ー プ ･ ワ
ー

クが適宜取り入 れられる ｡ 平均して週に 2 日ほ どは午後に学外活動が計画さ

れ, 博物館見学, 工場見学, 伝統的な祭りや シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル な どの訪問が含まれて い た o 教

室で の 授業と学外活動が真に融合したも の とな っ て い る日程で あ っ た0

教材は W O U の名前の入 っ た バ イ ン ダ ー

に用意され, オリ エ ン テ ー シ ョ ン当日に各自に配布さ

れ た . 活動日程に沿 っ た内容と配列に な っ て い る . 学外活動もまた重要な学習過程の 一 部で あり,

ある活動の前に は その 準備がなされ ( W ar m
-

u p) , そ の 活動の翌 日に はそ の 感想を表明したり,

意見を述 べ たりする活動が必ず含まれて い る ( D e b ri e 血 g) ｡ 訪問先の パ ン フ レ ッ ト等の 資料も

重要な教材とみなされ,
バ イ ン ダ ー の 中に含まれて い る .

教師の G a r y と M a r k は ともに E S L 教育の豊富な経験をも つ 人 で , 実に素晴らし い 教育技術

の持ち主であ るとともに , 人間的に も魅力ある人 々 で ある ｡ 学生 は毎日の 課蔑 として
`

C ult u r e
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J o u r n al
"

と呼ば れ る小さ な ノ ー トに 日 々 学ん だ こ と, ホ
ー ム ス テイ 先で 感じた こ と な ど自由に

文章に し, 提出する ｡ G a r y と M a rk は それ らの 文章に , て い ね い な コ メ ン トを つ けて返却 して

く れ る o 時 に は 学生 が書 い た 文章と 同 じく ら い 長 い コ メ ン トが寄 せ られ
,

そ の コ メ ン トを読む こ

とがまた読解の 実践になる よう配慮されて い た｡

G ary 先 生 M a rk 先生

表2 研修プロ グラム全日程夜

S u n M o ロ T u e W ㊤d T h u F ri S at

8 /20 8/ 21 8/2 2 8 /23

W O U 到着
入寮 . 夕食

オリエンテ
ー

ション

ミニコ
○

ルフ

授業9 -1 2

授業 1 -3

ホ
ームステイ開始

ホ
ームステイ

8/ 24 8/2 5 8 /2 6 8/ 27 8/2 8 8/2 9 8 /30

ホー ムステイ 授業9 - 1 2

授業 1 - 3

ケ
t
+

- ム

授業 9 - 1 2

午後

授業 9 - 12

授業 1 -3

夜

授業 9 -12

授業 1 -3

夜

授業 1 0 -12

午後

ホームステイ

オレコ
や

ン . ステイ ハ
サ

ー ヘ
す

キュ
ー * 7 =( Ri c

'

s) 産業博物館
I . フェア 野球観戦 ドライブ

○

.

イン . シアタ
ー

ホ
ー ムステイ開始

8/ 31 9/ 1 9/2 9 /3 9/ 4 9/5 9/6

ホ
ームステイ 祝日 授業 9 - 12 授業 9 -1 2 州立公園 州立公園 ホ

ームステイ

ホ
ームステイ 午後

食品工場
見学
テ

や

ルクタ- 宅

で の夕食

午後
果樹園 .

農園訪問

宿泊旅行 宿泊旅行

ホームステイ開始

9/ 7 9/8 9 /9 9/1 0 9 /ll 9/ 12 9/ 1 3

ホ
ー ムステイ 授業9 -12 授業 9 -12 ポ ー トランド 授業9 -12 授業 9 -12 W o °

授業 1 - 3 授業 1 -3 美術館 . 授業 1 -3 授業 1 -3

送別会 .

ディナ
ー

出発

午後
ス*

o

-

ツ

市内探訪 オクトハ
中

一. .

フェスト

ポ ートランド

空港 へ
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木造部分 を含む歴史 的 な Th e C ott a g e

w o u の マ ス コ ッ ト ｢ 狼｣ の

足 跡が歩道 に

最新 の 寮 H e rit a g e H alI

夕食後 ビリア
ー ドゲ ー

ム を

ヒ ッ プホ ッ プダン ス に 汗を流 す
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清 水 克 朗

ドイ ツ 系移民 の祭 り オク ト ー バ ･ フ
,

エ ス ト

州立公 園 Sil v o r F all s に て

近く の 果樹 園 で堺車タむ

夜 空に は星 が こん なに たくさ ん
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滝 の しぶ きを あぴて 緑陰の ラ ン チ

1 3

3 . 4 ホ
ー ム ス テイ

ホ
ー ム ス テイ は毎週金曜日 の夕方から週末にわ たり, 計3 回 1 0 日間に わた っ て 実施され た ｡

第 2 週日は月曜9 月 1 日が祝日(L a b o r D a y) の ため , 1 日長 い ホ
ー ム ス テイで ある ｡

学生を受け入れてくれ たホ ス トフ ァ ミ リ ー は W O U か ら車で 3 0 分 - 1 時間程度の地域 に居住

する家庭で , 受け入れ学生の 数は 1 人 ( 4 家庭) , 2 人 ( 4 家庭) , 3 人 ( 1 家庭) と 3 タイ プが

あ っ た｡ 学生 は 同
一

の家庭に連続して ス テイ し, 家族 の 一 月として フ ァ ミ リ
ー と の 交流を重 ね,

ア メ リ カ の 家族の あり方, 日常生活のあり方, 地域社会の メ ン バ ー として の個人, な どに つ い て

多くを学び , さまざまな体験をした.

2 . 3 で も触れた が , W O U の ホ
ー ム ス テイ に つ い て は経験に裏付けられた シ ス テ ム が確立し

て い ると感心 した ｡ 6 月末まで に提出した申請書に基 づき,
ホ ス トフ ァ ミリ ー との マ ッ チ ン グが

進め られ , 7 月下旬に は どの ような家族構成の 家庭か , ホ ス トフ ァ ミリ ー の 職業 ･ 年齢などを含

む情報が学生個人に与えられた ｡ 出発前4 週間頃で ある ｡ 中には ホ ス トフ ァ ミリ ー か ら直接電子

メ ー ル を受け取り , ｢ 楽しみ に待 っ て い る .｣ , ｢骨と ソ フ トボ ー ル で きるように, 自分の グ ロ
ー

ブ

を持 っ て きなさ い
｡｣ な どの メ ッ セ ー

ジを受けた学生も い た ｡

ホ ー ム ス テイ体験はほとん どの 学生が,
こ の英語研修の なかでも特に印象深い 経験であ っ たと

述 べ て い る ｡ 日常の さま ざまなシ
ー ン で決して飾るこ となく, 家族全員が曹を新し い 家族として

扱 っ てくれた ｡ 時に お客様扱い して しま い がちな日本の ホ
ー ム ス テイの ありかたと比較するとそ

の普段着の やりとりがうれ し い ｡ 帰国後もホ ス トフ ァ ミリ
ー との 電子 メ ー ル で の や りとりが続き,

互 い に近況報告する例 も少なくな い ｡
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･

清 水 克 朗

ホ ス トフ ァ ミ リ
ー との 食事 ホ ス トフ ァ

ー ザ ー

の 向 日葵 畑 で

海岸 で 日光浴 する ア メ リ カ の両 親と

3 . 5 交流 ･ ホ ス ピタリティ

W O U の研修プ ロ グラ ム に つ い て特筆す べ きは , プ ロ グラ ム 全体に浸透して い るその 暖かなホ

ス ピタ リ ティの精神とその 表し方で ある ｡ プ ロ グ ラ ム 内容の 質や 担当教 師の優秀さもきわ め て満

足す べ きも の であ っ た が, 参加学生 の こ こ ろを つ か むさま ざまな配慮が実に効果的に組み 込まれ

て い る ｡

参加者リス トや ホ
ー ム ス テイ の申請書を送付し, 出発をあと数週間後に ひかえて い た 7 月下旬,

参加者全員宛に W O U の キャ ン パ ス の 美し い 絵葉書が送られ, ス タ ッ フ
ー

同が われわ れの 到着を

楽しみ に ま っ て い るとの 文章が添えられて い た ｡ グ ル ー プと してだけで は なく, そ の の 一 人 一 人

に送 られた個別の メ ッ セ ー ジに感激しな い 者は い な い ｡

歓迎 オ リ エ ン テ
ー シ ョ ン や プ ロ グ ラ ム 最終日 の フ ェ ア ウェ ル パ ー

ティも実に心 な ごむも の であ

り, C o n n 学長も ユ ー モ ア あふ れ る ス ピ ｣ チ で われわれを迎 え, 送 っ てくださ っ た｡ フ ェ ア ウ ェ

ル パ ー

ティに は ホ
ー ム ス テイ先の 家族が招待され, そこ で 家族同士 , 学生七家族, 新し い 知り合

い が交流で きる ように考えられて い る ｡ い つ の 問にか仲良しに な っ た食堂の ス タ ッ フ ( W O U の

学生) も別れが つ ら い と参加してくれた ｡

W O U のホス ピタリ ティは何よりも, で きる だけ多くの 人々 との 自然な交流を大切にする精神

に支えられて い る ｡
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到着第 1 日目の ピ ク ニ ッ クディナ
ー

15

｢ 私が主役 ! ｣ バ ー スデイ を祝 っ て もらう

寮の 中庭 で バ ー ス デイ ケ ー キを全 員で い ただく

M ic h el e の 自宅 に お よLf れ
,

メ キシ コ 料理 ! 食後 は リビ ン グでく つ ろぐ
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フ ェ ア ウ ェ ル パ ー テ ィ : 学長 ス ピ
ー

チ

フ ェ ア ウ ェ ル パ ー

テ ィ : 療了 証書の 授与

フ ェ ア ウ ェ ル パ ー

テ ィ : 素敵 なビ ュ ッ フ ェ ディナ
ー

フ ェ ア ウ ェ ル パ ー テ ィ
'

: ∴日本文化 の 冶介･

フ ェ ア ウェ ル パ ー

テ ィ : 2 人の ア シス タ ン トの ス ピ ー チ

4 . 事後活動

こ の研修が本学の カリ キ ュ ラ ム の
一

部で ある こ とか ら, 研修参加は評価の 対象と なる ｡ 学生 の

リ ポ ー トは , こ の 研修の 最終的な成果で ある . 帰国後10 身の上旬に提出されたリ ポ ー トは , そ

れぞれか なり充実した内容のもの であ っ た ｡ それぞれ の切り口 でオ レ ゴ ン の 自然 ･ 環境. ホ ス ト

フ ァ ミリ ー の人 々 との交流 , W O U で の活動などをとお して見, 聞き, 嘩験した羊とがまとめら

れ ており, 英語の表現,
コ ミ ュ ニ ケ

- シ ョシの とりかた
1

:

Q ) 日米比較, アメ.)
･カの 食文化 家庭の

関係, 時間の 使い 方, などの ほか, (学生 の専攻分野である) 生活用具
･ 家具の デザイ ン などに焦
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点を置い たもの もあ っ た ｡ 全員こ の研修に参加した こ とに喜びを表明するとともに , 今後の学び

の なかでも っ と努力しなければと決意を述 べ て い る例が大変多か っ た0

ア ン ケ
ー

ト調 査 も事後活動と し て 忘 れ て は ならな い も の で あ る ｡ W O U で の 最終日 に は ,

w o u 側が作成 した詳細なプ ロ グ ラ ム評価ア ン ケ
ー トがすで に実施され て い た の で , 帰国後の 本

学の ア ン ケ ー トは, 募集説明会, 事前研修, w O U で の研修プロ グラ ム
, 生活環境, 施設 ･ 設備,

ホ ー ム ス テイの ア レ ン ジ メ ントなどに つ い て日本語で記入 してもら っ た｡ また, 次年度以 降の研

修参加者に参考になるようなさま ざまな情報 (持参したほうがよ い 品, 現地で入手でき る品, 小

遣 い の 額) , 後輩 へ の ア ド バ イ ス を自由に記述 して もら っ た ｡ こ れ らは次年度以降 の 研修参加者

の事前研修にも大い に役立 てた い ｡

5 . おわりに

本稿で は W O U と高岡短期大学間の 友好協定が締結してから最初に実施された夏季英語研修に

つ い て, 準備か ら研修内容
･

体勢, 研修後の 活動まで を紹介した ｡ 詳細に過 ぎた記述 も多 い か も

しれ な い が , 本学 の 当該プ ロ グラ ム に関心をも つ 学生 , 高校 生, そ して 学外 の 地域 の 多くの 方 々

に具体的な情報を共有 して い た だきた い が ため で ある｡ また次年度以降 の プ ロ グ ラ ム の参考に役

立 つ 記録 と い う意味もある ｡

国際交流ある い は大学間交流と い うの は, お題 目を唱える だけで は続か な い o 具体的な顔と顔

が見える レ ベ ル の 経験 の 蓄積に ほか ならな い の で ある ｡ 本学が新た に協定を締結した W O U は

幸い こ の分野で の 経験も豊かで , 大学をとりまくオ レ ゴ ン の 人 々 もフ レ ン ドリ
ー

で自然もまた美

し い
｡

第
一

回目 の英語研修は多くの 人々 に支えられ無事終了した . 引率者として は
一 人 の落伍者もな

く, 事故もなか っ た こ と, 参加学生 の満足度も大変高か っ た こ と喜び た い . しか し, それよりも

も っ と大きな喜びは , W O U の ス タ ッ フ たちが, 本学の 学生 の 熱意, 良識, 親律, 体力 ･ 精神力

に強い 印象をも っ てくれた こ とで ある｡

こ の研修プ ロ グ ラ ム は次年度以 降も実施され るが , 参加学生 にと っ て は た っ た
一 皮きり の体験

で ある ｡ こ の ことを忘れず,

一 回 ごとの プ ロ グ ラ ム を大切にして い きた い o
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